
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①しもつかれ大会 

②端切れでつまみ細工のブローチを作ろう 

③いきいき自力整体 

④お箏でひこう「さくらさくら」 

⑤ハ―バリウム教室 

⑥初心者のそば打ち教室 

⑦歌とダンス♪初めてのミュージカル 

      2月 10日（日）、まちの駅 新・鹿沼宿の多目

的室にて、小林酒店協賛の「しもつかれ大会」が行われました。

１５人が出品したしもつかれを約 100人の参加者が試食し、

最も美味しかったと思う品に投票しました。 

 整理番号順に「何番から何番まで入って下さい」というスタ

ッフの案内で部屋に入り、静かな雰囲気の中で小皿に盛られた

しもつかれを順に試食・投票。参加者それぞれ味や色味に違い

があり、個性が光っていました。 

 お子さんと一緒に投票に訪れた方にお話を伺うと「家庭によ

っていろいろ味が違っていておいしかったです。来てよかった

です」と。お子さんも美味しそうに食べていました。 
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７軒分食べて病気知らず 

ｍｙらいふは、市民編集員が取材・編集する生涯学習情報です。 

 試食・投票が終わると表彰式が行われました。今回の優勝

者は川上光江さん、準優勝者は荒川千代さん、3位が岩田恵

子さん。皆さん名前を呼ばれて驚いた様子でした。１位の川

上さんは「嬉しいです。きっかけは毎年作っていて、皆さん

が美味しい。というので気軽な気持ちで出品しました。」 

 また今回、材料の酒粕を提供した小林酒店さんにもお話を伺う

と「酒を造るのに酒粕が残ってしまうので、それを利用したしも

つかれを広げていきたい。皆さんに喜んでもらって良かったで

す」とのことでした。 

 色々な世代が訪れた第一回しもつかれ大会は、郷土料理の良さ

が多くの人の心に残り、大好評に終わりました。７軒分食べると

病気をしないと言われているしもつかれ。また来年も大会を期待

したいと思いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ２月１８日、情報センターで行われている、かぬまマイ・カレッジ講

座「いきいき自力整体」の取材に伺いました。ナビゲーターは岡幸子さ

ん、鈴木康子さん。１５人の受講生が集まりました。 

 正方形の布を折り、土台に貼りつけて花や鳥などのモチーフを作りあげる、

江戸時代からの伝統工芸つまみ細工。2月 17日、北押原コミュニティセン

ターで「五感をピカピカ わくわく体験」の一つとして「端切れでつまみ細

工のブローチを作ろう」が開催されました。講師は藤沼清美先生です。 

 まず色々な柄の５ｃｍ角の布の中から好きな８枚を選びます。それを三角

に３回折り、断ち切りをナナメに切って切り口をでんぷんのりに１５分程つ

けます。丸台にボンドをのせ、先程の三角を配色を考えながらのせていきま

す。形が整ったら中心にビーズなどで飾りをつけると…素敵なブローチの完

成です！ 

つまみ細工 個性豊かにできました！ 

さぁ 自力整体でリフレッシュしよう！ 

 「つまみ細工は最近話題になっている手芸なので、端切れなどを使い誰でも簡単に作れるように工程を

考えた」と藤沼先生。参加者の方も幼稚園児から大人の方まで幅広く、「難しそうに見えるがやってみると

楽しく案外手軽にできる。折り込んだ三角形のふくらみなどを変える事により色々な形になる事がおもし

ろい」と目を輝かせていました。最後に出来上がった作品を見て回ったり、誇らしげに手にとりみせてく

れたりと、楽しいひとときになったようです。 

 オリジナルのブローチが宝物になるといいですね。 

その効果は、熟睡・排泄・脱力と体温が上がり、体の老廃物を

出しやすくし、血流をよくし、あたたかい体にすると、不調なと

ころが再生されて、健康を取り戻すそうです。受講生も、気持ち

がいい、毎日行って病気知らずです、と言っていました。 

 皆さんの人生の杖として、さぁはじめてみませんか？ 

 まず自力整体とは、自分の体を自分自

身でケアするためのセルフプログラム

です。元気で介護不要になることを目指

し、人と比べず、頑張らず、心地良さを

探し、感じながら、「自分の力」で身体

の歪みを整えること「自然治癒力」を高

めることを、３つのケア（整体法・整食

法・整心法）で心身に働きかけます。ヨ

ガや体操とは異なるものです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 2月２１日（木）板荷コミュニティセンターでハーバリ

ウム教室が開催されました。講師はハンギングバスケット

マスターの善林麻衣子さんで、参加者は１８人でした。 

 水やりや日当たりなどを気にせず、お花やグリーンを気

軽に楽しめるアイテムとして、最近人気を集めているハー

バリウム。用意する材料は、ガラス瓶と瓶の中に入れる花

（ドライフラワーやプリザーブドフラワー）、ハーバリウム

専用オイル、ピンセットとはさみです。 

 まずカラーテーマを決め、それに見合った花材を選んで

瓶の中にピンセットで入れていきます。オイルを入れると

花が浮いてきてしまうので、かすみ草やタタリカなどを入

れてストッパーにします。 

簡単に素敵に作れました… 

人気のハーバリウム！ 

お箏の音色に誘われて 
 ２月１６日に文化センターで行われた生涯学習課の講座、

お箏でひこう『さくらさくら』の取材に伺いました。参加者

は小学生７人、講師は生田流正派邦楽会師範、雅楽巴蓉
う た と よ

（殿

岡洋子）先生です。 

 和室に並べられたお箏の前に 2人ずつ正座。うち 1人が

お箏正面に、残り１人は横に座ります。お箏のつくりや名称

を学びながら先ずは音出し、さくらさくらの譜面を見ながら

１フレーズ毎練習です。 

 もう１人は 100円ショップなどで売られている網などをお箏代わりに使

い（これがとても良い練習になるとのこと）、同じ練習を繰り返します。 

 参加者のうち５人はお箏が初めて。簡単なフレーズを何度も繰り返すごと

に、綺麗にしっかりとした音が出せるようになってきます。 

 『最初は難しく感じたけれど、音色が綺麗に出ると嬉しかった。続けてい

きたい』と参加者の皆さん。最後は保護者の方たちを前に、皆で先生の伴奏

に合わせて演奏し、拍手があがっていました。 

 殿岡先生にお聞きしたところ、お箏の魅力は音色の美しさ、そして難しさ

は音色の深さだそうです。 

 日本の伝統であるお箏の音色と名曲、体験してみませんか？ 

 受講生の皆さんは、花材をはさみで切ったりそれを瓶の中に入れたり出し

たりと、忙しそうに手を動かしながらとても楽しそう。最後の仕上げにシリ

コンオイルを注ぎ入れると、まるで魔法をかけられたように色とりどりの花

が光り輝き始めました。 

「娘がラプンツェルが好きなので紫をテーマに作ってみた。娘にプレゼント

したい」「こんなに簡単に作れるとは思わなかった。材料を揃えてもっと作

ってみたい」。出来上がった作品を持ち帰る受講生の嬉しそうな笑顔が印象

に残った講座でした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｍｙらいふ編集員：瀧田祐三・井上恵理子・藤沼清美・介川恭子・西本恭子・西村和子・湯澤美子 

 

生涯学習の魅力を取材させていただいて、５年になりました。どの講座でも毎回感じることは、いかに相手にうまく

伝えることが出来るか。文章は、その人の人格をも伝えます。その人らしい個性がにじみ出てこそ文章は生きてくる

のです。日々 勉強を実感する今日この頃です。 瀧田祐三 

「トン・トン・トン・トン…」と、そば生地を包丁で切り揃え

るリズミカルな音が響き、講師のデモ打ちが終わりました。 

 さあ、次は受講生の番です。最初は緊張した感じでしたが、

丁寧なご指導の下、みるみる粉からそば生地へと１時間余りで

出来上がりました。手順は簡単ですが、技術を習得するまで①

水まわし（木鉢）3年②地延し 3ヶ月③切り３日が基本ですが、

更に磨き上達していくそうです。姿勢や動作も大切だそうです

よ。 

編集後記 

子どもたちのためのミュージカル♪♪♪ 

おいしい「そば」を打ちたい！ 

 ２月１２日（火）市民情報センターで、マイ・カレッジ講座「歌とダン

ス♪初めてのミュージカル」の取材に伺いました。講師は佐藤たかこ先生、

この日の生徒は小学一年生と年中さんです。 

 まず童謡「春よ来い」を大きな声で歌い発声練習、次にディズニーの曲

をバックにストレッチ。前回一緒にストレッチをしたお母さんは、足がつ

ってしまったそうです。後半は「小さな世界」を歌いながら振り付けのレ

ッスン。リズミカルな音楽で、見ている私達も自然と体が動きます。休憩

中も先生とおしゃべりをしたり、キーボードを弾いたり。最初から最後ま

で楽しそうでした。 

 ２月７日（木）、この日は菊沢コミュニティセンターで「初心者そば打ち教室」5回コースの４回目。代

表の芳田時夫氏をはじめ、全麺協高段位認定の５人の講師がマンツーマンで指導。芳田氏は「栃木うまい

蕎麦を食べる会」の会長をされていて、そば祭りに出店、ボランティア活動、地域貢献にと幅広く会の皆

さんと活躍されています。 

 終了後、受講生は「回を重

ねる事に覚える事が増え、上

手くなっていくのを感じ楽し

くなっていく」「もちろん今夜

の夕飯はそばです」と笑顔で

おっしゃっていました。味は

格別だったでしょうね。 

 先生は、ミュージカル＝「歌・ダンス・芝居」

この３点が揃う子はなかなかいないですが、歌や

ダンスが好きな子は是非どうぞと。かぬまマイ・

カレッジまつりや市民歌の集いに参加することも

あるそうです。 

 このような講座、いかがでしょう。レッツ・ダ

ンス!! 


